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大
空
へ

平成２９年７月⑴

西日本学生剣道大会で 2 年連続アベック優勝

体操競技部が大躍進

　
「
遺
伝
子
工
学
」
、
そ
の

昔
、
小
生
が
遺
伝
子
研
究
の
い

ろ
は
を
学
び
始
め
た
こ
ろ
、
頻

繁
に
テ
レ
ビ
で
最
先
端
の
研

究
と
し
て
耳
に
し
た
言
葉
で

あ
る
。
同
級
生
の
一
人
が
こ
の

言
葉
を
教
官
の
前
で
用
い
た

と
こ
ろ
、「
遺
伝
子
工
学
と
い

う
学
問
は
無
い
ん
だ
。
そ
れ
は

研
究
を
す
る
た
め
の
手
法
で

し
か
な
い
か
ら
ね
」
と
い
う
言

葉
が
返
さ
れ
た
。
確
か
に
そ
う

で
あ
っ
た
。
遺
伝
子
操
作
や
遺

伝
学
と
い
う
言
葉
は
今
も
あ

る
が
、
遺
伝
子
工
学
と
い
う
言

葉
は
聞
か
な
く
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
▼
そ
の
当
時
は
遺
伝
子

を
切
っ
た
り
貼
っ
た
り
す
る
だ

け
で
も
結
構
な
労
力
を
要
し

た
。
大
腸
菌
へ
導
入
す
る
遺
伝

子
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
た

か
を
描
く
だ
け
で
も
論
文
の

図
表
を
一
つ
作
る
こ
と
が
で
き

た
。
今
は
大
腸
菌
で
は
な
く
、

マ
ウ
ス
の
遺
伝
子
を
ど
の
よ
う

に
操
作
し
た
か
で
、よ
う
や
く

ひ
と
つ
の
図
表
が
で
き
る
。い

や
、そ
れ
さ
え
も
無
く
な
ろ
う

と
す
る
ほ
ど
、
遺
伝
子
操
作

は
容
易
な
も
の
と
な
っ
た
。一

回
の
実
験
で
解
読
で
き
る
遺

伝
子
配
列
の
塩
基
数
も
当
時

は
最
大
２
０
０
塩
基
ほ
ど
で

あ
っ
た
。
小
生
が
行
っ
た
と
こ

ろ
、一
回
で
２
２
０
塩
基
以
上

が
き
れ
い
に
解
読
で
き
た
と

褒
め
ら
れ
て
嬉
し
か
っ
た
。
し

か
し
、
今
や
一
日
で
一
人
の
人

間
の
持
つ
遺
伝
子
の
す
べ
て

（
30
億
塩
基
）が
解
読
で
き
る

そ
う
だ
▼
思
え
ば
、
あ
れ
か
ら

30
年
で
あ
る
。
30
年
の
間
に
こ

れ
ほ
ど
進
歩
し
た
技
術
は
次

の
30
年
、
60
年
で
ど
こ
ま
で
行

き
着
く
だ
ろ
う
か
。
あ
る
国
で

は
人
の
受
精
卵
の
遺
伝
子
操

作
を
行
っ
た
そ
う
だ
。
使
い
方

を
誤
ら
な
い
こ
と
を
祈
り
た

い
。（
Ｏ
・
Ｙ
）

【
男
　
子
】

勝数 対戦相手
２回戦 ４−２ 立命館大学
３回戦 ６−１ 中部大学
４回戦 ７−０ 愛知学院大学
５回戦 ５−０ 愛知学泉大学
準決勝 ３−２ 大阪体育大学
決　勝 ３−２ 別府大学

【
女
　
子
】

勝数 対戦相手
２回戦 １−１（代表戦） 福山大学
３回戦 ４−０ 天理大学
４回戦 ３−０ 香川大学
５回戦 ３−０ 立命館大学
準決勝 ４−１ 志學館大学
決　勝 ３−０ 福岡大学

　第 62 回西日本学生剣道大会・第 32 回西日本女子
学生剣道大会が 5 月 27 日・28 日の２日間、福岡大
学第一記念会堂で開催され、鹿屋体育大学剣道部は
２年連続、通算 11 度目の男女アベック優勝を果たし
ました。この大会は、東海・北信越・関西・中四国・
九州の各学生剣道連盟に加盟する大学による、団体
戦のみのオープントーナメントであり、男子 106 チー

ム、女子 100 チームが出場し、大会規模としては全
日本学生大会を大きく上回る大会です。
　鹿屋体育大学は男女ともに初戦から気迫のある戦
いで勝利を重ね、迎えた決勝では、男子は別府大学
に対し３−２、女子は福岡大学に３−０で優勝を果
たしました。今大会の優勝で、男子は４年連続 17 回
目、女子は２年連続 19 回目の優勝となりました。

　

5
月
18
～
19
日
の
2
日
間
、

鹿
屋
体
育
大
学
ス
ポ
ー
ツ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
（
Ｓ
Ｐ 

Ｌａ
ｂ
）
に
お
い
て
、
野
球
の

ピ
ッ
チ
ン
グ
に
関
す
る
測
定

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
東
京
大
学
大
学

院
総
合
文
化
研
究
科
の
中
澤

公
孝
教
授
の
研
究
室
（
身
体

運
動
科
学
研
究
室
）
の
研
究

の
一
環
で
、
被
験
者
と
し
て
、

同
大
学
院
の
学
生
、
社
会
人

野
球
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
鹿
児
島

ド
リ
ー
ム
ウ
ェ
ー
ブ
の
選
手

の
ほ
か
、
同
研
究
室
の
特
任

研
究
員
で
あ
り
読
売
ジ
ャ
イ

ア
ン
ツ
な
ど
で
活
躍
し
た
桑

田
真
澄
さ
ん
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

測
定
は
鹿
屋
体
育
大
学
ス

タ
ッ
フ
の
サ
ポ
ー
ト
の
も
と
行

わ
れ
、
な
か
で
も
桑
田
さ
ん

は
、モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー

や
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
な
ど

様
々
な
測
定
機
器
に
囲
ま
れ

て
ピ
ッ
チ
ン
グ
を
披
露
。
条

件
を
変
え
な
が
ら
合
計
約
50

球
を
投
げ
、
デ
ー
タ
を
測
定

し
ま
し
た
。

　

測
定
後
、桑
田
さ
ん
は
「
マ

ウ
ン
ド
の
土
の
感
触
や
角
度

な
ど
、
実
戦
の
マ
ウ
ン
ド
に
近

（
昭
和
59
年
創
部
）
の
歴
史

で
初
め
て
、
男
子
ナ
シ
ョ
ナ

ル
強
化
指
定
選
手
に
選
出
さ

れ
ま
し
た
。
前
野
さ
ん
は
、

「
念
願
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
強
化

指
定
選
手
と
な
っ
た
。
こ
れ

か
ら
は
世
界
を
舞
台
に
活
躍

し
た
い
」
と
抱
負
を
語
り
ま

し
た
。

　

体
操
競
技
部
の
コ
ー
チ

で
あ
る
村
田
憲
亮
助
教
は
、

「
個
々
の
力
が
上
が
る
こ
と

で
、
部
全
体
の
レ
ベ
ル
が

ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
4
月
の

九
州
学
生
体
操
競
技
選
手
権

大
会
、
5
月
の
西
日
本
学
生

体
操
選
手
権
大
会
の
男
子
団

体
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
8
月
に
富
山
市
で
開
催

さ
れ
る
全
日
本
学
生
体
操
競

技
選
手
権
大
会
で
は
、
3
位

以
内
の
入
賞
を
果
た
し
た

い
」
と
今
後
の
目
標
に
つ
い

て
語
り
ま
し
た
。

アジア選手権大会にて（堀内さん右端）

測定の様子

西日本学生体操選手権大会演技中の様子
前野さん 杉野さん

剣道部
男女

Ｓ
Ｐ 

Ｌ
ａ
ｂ
に
て

桑
田
真
澄
さ
ん
が
ピ
ッ
チ
ン
グ
測
定
を
行
い
ま
し
た
！

い
条
件
で
非
常
に
い
い
測
定

が
で
き
た
。
測
定
で
得
ら
れ

た
デ
ー
タ
を
後
輩
や
子
ど
も

た
ち
へ
の
指
導
に
生
か
し
て
い

き
た
い
」
と
感
想
を
述
べ
ま

し
た
。

▽男子
　真田　裕行（４年）　上村　貴弥（４年）
　草野龍二朗（４年）　牧島凜太郎（３年）
　山崎　仁平（３年）　奥山　英祥（３年）
　齋藤　拓仁（２年）　一入　将祐（２年）
　曽田　峻平（１年）

▽女子
　山本　杏里（４年）　冨永比奈野（４年）
　松本　智香（３年）　片山果沙稀（３年）
　日髙　榛花（３年）　渡邊　桃子（２年）
　村田　桃子（１年）

【
出
場
選
手
】

【試合結果】

　

5
月
18
日
か
ら
21
日
、

タ
イ
（
バ
ン
コ
ク
）
で
開

催
さ
れ
た
第
7
回
ア
ジ
ア

体
操
競
技
選
手
権
大
会

に
、
鹿
屋
体
育
大
学
体
操

競
技
部
の
堀
内
柊
澄
さ

ん
（
ス
ポ
ー
ツ
総
合
課
程

2
年
）
が
日
本
代
表
と
し

て
出
場
し
、
男
子
団
体
3

位
に
大
き
く
貢
献
し
ま
し

た
。今
大
会
、中
国
、韓
国
、

北
朝
鮮
は
ト
ッ
プ
チ
ー
ム

で
臨
ん
で
き
て
い
た
中
、

日
本
チ
ー
ム
は
、
堀
内
さ

ん
を
含
む
大
学
生
3
名
が

入
っ
た
若
い
チ
ー
ム
で
し

た
が
、
3
位
入
賞
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
堀
内

さ
ん
は
、「
種
目
別
の
跳

馬
で
は
3
位
に
入
る
な

ど
、
チ
ー
ム
に
貢
献
で
き

た
。
今
後
に
つ
な
が
る
良

い
経
験
と
な
っ
た
」
と
大

会
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
5
月
20
日
か
ら

21
日
に
、
東
京
体
育
館
で

開
催
さ
れ
た
第
56
回
Ｎ
Ｈ

Ｋ
杯
に
、
同
じ
く
体
操
競

技
部
の
前
野
風
哉
さ
ん

（
同
3
年
）、
杉
野
正
尭
さ

ん
（
同
1
年
）
が
出
場

し
、
前
野
さ
ん
が
個
人
総

合
11
位
、
杉
野
さ
ん
が
あ

ん
馬
で
5
位
に
入
る
な
ど

輝
か
し
い
成
績
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ

の
結
果
を
受
け
て
前
野
さ

ん
が
、
体
操
競
技
部
33
年
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鹿
屋
体
育
大
学
で
は
、
５

月
21
日
に
同
大
東
京
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
、
受
験
希
望
者
と
そ
の
保

護
者
等
を
対
象
と
し
た
平
成

29
年
度
第
１
回
東
京
サ
テ
ラ

イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
大
学
説
明

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
関
東
地
区
を
中

心
に
現
役
高
校
生
、
保
護
者

な
ど
計
18
名
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
は
じ
め
に
前
阪
茂

樹
ア
ド
ミ
ッ
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー
長
に
よ
る
同
大
の
概
要

説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
、
卒

業
生
の
喜
井
健
太
さ
ん
（
平

成
25
年
３
月
卒
）
、
斉
野
洸

士
朗
さ
ん
（
平
成
25
年
３
月

卒
）
、
東
京
サ
テ
ラ
イ
ト

キ
ャ
ン
パ
ス
の
金
田
竜
成
特

任
専
門
員
が
加
わ
り
、
個
別

相
談
会
を
行
い
ま
し
た
。

平成29年度  第１回 
東京サテライトキャンパス
大学説明会を開催

　

参
加
者
か
ら
は
、
一
般
入

試
に
お
け
る
実
技
検
査
の
試

験
内
容
や
合
格
基
準
、
第
３

年
次
編
入
学
試
験
の
小
論
文

や
運
動
能
力
検
査
な
ど
の
入

試
に
関
す
る
質
問
の
ほ
か
、

学
生
宿
舎
で
の
生
活
や
休
日

の
過
ご
し
方
、
一
人
暮
ら
し

に
つ
い
て
な
ど
の
大
学
生
活

に
関
す
る
質
問
も
た
く
さ
ん

寄
せ
ら
れ
、
個
別
相
談
会
で

の
回
答
に
参
加
者
は
大
い
に

満
足
し
た
様
子
で
し
た
。
ま

た
、
卒
業
生
が
語
る
学
生
生

活
で
の
具
体
的
な
体
験
談
か

ら
鹿
屋
体
育
大
学
を
身
近
に

感
じ
ら
れ
た
よ
う
で
し
た
。

　

本
年
度
は
、
同
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
説
明
会
を
計
７
回
開

催
す
る
予
定
で
す
。

２
回
目　

６
月
18
日
（
日
）

３
回
目　

８
月
12
日
（
土
）

４
回
目　

８
月
13
日
（
日
）

５
回
目　

11
月
５
日
（
日
）

６
回
目　

１
月
21
日
（
日
）

７
回
目　

３
月
18
日
（
日
）

前阪アドミッションセンター長による
大学概要及び入試概要説明

•  スポーツ・武道及び体育・健康づくりを指導・普及させるための基礎的な知識、
また指導・普及における課題に対する思考・判断・表現力について小論文に
より判断します。

•  スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおけるリーダーシップやマナー、コミュ
ニケーション能力などについて面接により判断します。

一般入試
•  入学後の教育に十分に対応し自らの趣向性にあうように、文系・理系に特に

偏ることなく、さらにこれからのグローバル化した社会に対応するために外
国語（英語）の基礎学力を備えているかを判断するために、大学入学者選抜
大学入試センター試験において本学が指定する教科・科目の成績により判断
します。

•  スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおけるリーダーシップやマナー、コミュ
ニケーション能力、および知識や経験に基づく思考・判断・表現力などにつ
いて面接により判断します。

•  スポーツ・武道に関する基礎的な実技力またはあらゆるスポーツに関する基
礎的な身体資質の特性を課程別に指定した実技検査により判断します。

第 3年次編入学入試
•  スポーツ・武道及び体育・健康づくりの分野に関心を持ち、それらを指導し、

普及させるための基礎的な知識について小論文により判断します。
•  スポーツ・武道及び体育・健康づくりにおけるリーダーシップやマナー、コミュ

ニケーション能力、および知識や経験に基づく思考・判断・表現力などにつ
いて面接により判断します。

•  スポーツ・武道に関する基礎的な身体資質の特性を運動能力検査により判断
します。

平成30年度鹿屋体育大学学生募集のお知らせ

平成30年度　鹿屋体育大学入試日程
体 育 学 部 AO（SS）入試 推薦入試 一般入試 特別入試

（帰国子女・社会人）
私費外国人
留学生入試

第３年次
編入学試験

募
集
人
員

スポーツ
総合課程 10人 50人 60人

若干人 若干人 20人武 道
課 程 5人 20人 25人

出願期間 H29.9.1（金）
～9.15（金）

H29.11.1（水）
～11.6（月）

H30.1.22（月）
～1.31（水）

H29.11.1（水）
～11.6（月）

H30.1.22（月）
～1.31（水）

H29.8.1（火）
～8.4（金）

選抜期日

第1次選考:
H29.9.1（金）

～9.15（金）
第2次選考:
H29.10.13（金）

H29.11.16（木）
・11.17（金）

H30.2.25（日）
・2.26（月）

H29.11.16（木）
・11.17（金）

H30.2.25（日）
・2.26（月）

H29.8.28（月）
・8.29（火）

本 学 が
実施する 
試 験

第1次選考：
競技歴及び
意欲等審査
第2次選考：
面接・健康診断

小論文、面接、
実技検査、
健康診断

面接、
実技検査、
健康診断

小論文、面接、
実技検査、
健康診断

小論文、面接、
実技検査、
健康診断

小論文、面接、
運動能力検査、
健康診断

合 格 者
発 表 H29.10.18（水） H29.11.29（水） H30.3.6（火） H29.11.29（水） H30.3.6（火） H29.9.6（水）

※出願資格、出願書類、選抜方法等入学者選抜に関する詳細については、大学公式ＨＰでご確認ください。
入試に関する問い合わせ先
〒891-2393　鹿児島県鹿屋市白水町1番地　鹿屋体育大学教務課入試係
E-Mail：nyushi@nifs-k.ac.jp   TEL：0994−46−4869  FAX：0994−46−2515
公式ホームページ　http://www.nifs-k.ac.jp/

平成29年度 鹿屋体育大学入学者選抜試験結果
入試区分 募集人員 志願者 受験者 合格者 追加合格者 入学辞退者 入学者

ＡＯ入試
ス ポ ー ツ 総 合 10 5（1） ※5（1） 5（1） 0（0） 5（1）
武 道 5 5（4） ※5（4） 5（4） 0（0） 5（4）

計 15 10（5） ※10（5） 10（5） 0（0） 10（5）

推薦入試
ス ポ ー ツ 総 合 50 83（26） 83（26） 55（18） 0（0） 55（18）
武 道 20 27（11） 27（11） 20（8） 0（0） 20（8）

計 70 110（37） 110（37） 75（26） 0（0） 75（26）

一般入試
ス ポ ー ツ 総 合 60 295（49） 270（40） 70（8） 0（0） 0（0） 70（8）
武 道 25 51（11） 49（10） 29（7） 0（0） 1（0） 28（7）

計 85 346（60） 319（50） 99（15） 0（0） 1（0） 98（15）

特別入試
（帰国子女）

ス ポ ー ツ 総 合 若干人 1（1） 1（1） 1（1） 1（1） 0（0）
武 道 若干人 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

計 － 1（1） 1（1） 1（1） 1（1） 0（0）

特別入試
（社会人）

ス ポ ー ツ 総 合 若干人 3（0） 3（0） 1（0） 0（0） 1（0）
武 道 若干人 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

計 － 3（0） 3（0） 1（0） 0（0） 1（0）

私費外国人
留学生入試

ス ポ ー ツ 総 合 若干人 2（0） 2（0） 1（0） 0（0） 1（0）
武 道 若干人 0（0） 0（0） 0（0） 0（0） 0（0）

計 － 2（0） 2（0） 1（0） 0（0） 1（0）

合　　計
ス ポ ー ツ 総 合 120 389（77） 364（68） 133（28） 0（0） 1（1） 132（27）
武 道 50 83（26） 81（25） 54（19） 0（0） 1（0） 53（19）

計 170 472（103） 445（93） 187（47） 0（0） 2（1） 185（46）

入　試　区　分 募集人員 志願者 受験者 合格者 追加合格者 入学辞退者 入学者
第３年次
編入学

スポーツ総合
20

51（11） 49（10） 20（1） 0 （0） 20（1）
武　　　道 0（0） 0（0） 0（0） 0 （0） 0（0）

合　　　　　　　　計 20 51（11） 49（10） 20（1） 0 （0） 20（1）

※AO入試の受験者数は、第２次選考の受験者数

体育学部 （　）は女子で内数

鹿屋体育大学の使命・教育理念
　1981 年に開学した国立大学唯一の体育系単科大学である鹿屋体育大学は、
スポーツ・武道及び体育・健康づくりの分野において実践的かつ創造的で市
民性、国際性を備えたリーダー・指導者を養成することを使命とし、本学の
教育課程を核に、社会人としての豊かな教養の涵養や将来を展望し、勤労観・
職業観を醸成しつつも、体育学に関してあらゆる専門性の深化と充実を目指
します。
アドミッション・ポリシー（AP）求める学生像
①　体育学を学ぶための基礎的な力を身に付けている学生
　 　文系・理系に偏ることのない基礎学力とともに、自分の得意分野の実技

能力をも身に付けている学生
②　自己表現ができる学生
　 　自分が身に付けた学力や実技で得た経験値を総合的に活用・応用し、ス

ポーツ・武道および体育・健康づくりに関する新たな課題やその解決策を
考察し、他者に伝えることができる学生

③　新たな課題に挑む意欲のある学生
　 　礼節とスポーツマンシップを身に付けた、新たな課題に進んで挑戦しよ

うとする、感性豊かで協調性のある学生
入学試験の基本方針
　本学のアドミッション・ポリシーに基づく、入試区分別の入学試験の基本
方針は以下のとおりです。
AO（SS）入試
•  スポーツ・武道の分野で極めて優れた競技能力を有し、近い将来国際大会

等で活躍しうる資質について競技実績により判断します。
•  本学への明確な志望動機や入学後の競技や学生生活に関するビジョンのほ

か、リーダーシップやマナー、コミュニケーション能力などについて自己
推薦文や面接により判断します。

推薦入試
•  スポーツ・武道の分野で高い競技能力を有し、将来トップレベルの競技者

になりうる資質について、課程別に指定した実技検査により判断します。
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何か物足りない、何か決め手に欠く、
そんな“あと一歩”をお手伝いします。
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代表取締役 田中ふみ子
鹿屋市王子町 4 5 3 1 － 2
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ち
に
対
し
て
算
数
の
文
章
問

題
を
丁
寧
に
指
導
し
て
い
ま

し
た
。
同
塾
で
は
中
薗
さ
ん

の
ほ
か
、
二
之
宮
健
汰
さ
ん

（
同
4
年
）
も
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
通
じ
、
地
域
社
会
へ

貢
献
で
き
た
だ
け
で
な
く
、

学
生
に
と
っ
て
は
実
践
的
指

導
力
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　ダンス部は現在 11 名（兼部を含む）の部
員が在籍しております。
　今年度ダンス部を創設し、当初は活動部
員 2 名でしたが、在学生や新入生をむかえ
て 5 月にはすでに部員 11 名での活動となり
ました。
　鹿屋体育大学では、体育教員を目指す生
徒が多いため教員採用試験で必要という部
員や、ダンス初心者も多く所属しています。
部員一同、日々ダンスを楽しみながら、笑
顔の絶えない活動をしております。
　現在のダンス部コーチはオールジャパン
優勝経験者で、部員になればすぐ舞台に立

つことができます。私たちダンス部は競技
力向上も目指しておりますが、＂楽しんで
踊る” ということを重視し活動しています。
ジャンルは創作ダンスから hip hop まで
様々です。
　今年の活動予定は、前期のダンスの授業
のまとめとして 7 月末に行われるダンス発
表会への参加、9 月のアーティスティック・
ムーブメント・イン・トヤマ出場、11 月の
蒼天祭発表を予定しております。11 月以降
の活動予定は未定です。今年から活動開始
ということで、様々なことに挑戦していき
たいと思います。

ダンス部

課外活動団体紹介

天
津
市
水
泳
チ
ー
ム
の
選
手
が
合
宿
を

行
い
ま
し
た
！

　

鹿
屋
市
教
育
委
員
会
で
は

平
成
28
年
度
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
の
学
力
向
上
と
郷
土
愛

の
醸
成
を
目
的
に
、「
鹿
屋

寺
子
屋
事
業
」
を
開
始
し
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
鹿
屋

市
内
の
公
民
館
や
学
習
セ
ン

タ
ー
に
「
寺
子
屋
」
を
設
置

し
、
週
に
1
回
の
指
導
員
に

よ
る
学
習
活
動
の
支
援
の
ほ

か
、
月
に
１
回
土
曜
日
に
史

跡
巡
り
や
地
域
の
方
々
と
の

交
流
な
ど
の
体
験
活
動
を
行

う
も
の
で
す
。

　

今
年
度
は
、
鹿
屋
体
育

大
学
の
学
生
3
名
が
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
希
望
し
、
指
導

員
と
し
て
鹿
屋
市
各
所
に
開

設
さ
れ
た
寺
子
屋
に
派
遣
さ

れ
、
活
躍
中
で
す
。

　

花
岡
公
民
館
に
開
設
さ
れ

た
「
は
な
お
か
未
来
塾
」
で

は
、奥
田
拓
海
さ
ん（
ス
ポ
ー

ツ
総
合
課
程
3
年
）
が
活
動

を
行
い
ま
し
た
。
寺
子
屋
に

鹿
屋
市
と
協
力
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
地
域
貢
献

は
学
校
を
終
え
た
子
ど
も
た

ち
が
順
に
訪
れ
、
持
参
し
た

宿
題
に
取
り
組
み
、
分
か
ら

な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
、
奥

田
さ
ん
は
子
ど
も
た
ち
に

「
先
生
、
先
生
」
と
何
度
も

呼
び
止
め
ら
れ
、
そ
の
た
び

に
優
し
く
指
導
し
て
い
ま
し

た
。

　

東
地
区
学
習
セ
ン
タ
ー
に

設
置
さ
れ
た
「
東
サ
ン
サ
ン

塾
」
で
は
、
中
薗
圭
汰
さ
ん

（
同
4
年
）
が
、
子
ど
も
た

学長室にて

東サンサン塾の様子

長島講師の講演

宮本准教授の講演

中畑氏による実技指導

はなおか未来塾の様子

　

天
津
市
水
泳
チ
ー
ム
の
選

手
及
び
ス
タ
ッ
フ
が
鹿
屋
体

育
大
学
水
泳
部
と
の
合
同
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
合
宿
の
た
め
、

鹿
屋
体
育
大
学
へ
来
学
し
ま

し
た
。
こ
の
合
宿
は
5
月
21

日
～
6
月
10
日
の
日
程
で
、

同
大
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設

や
、
屋
内
実
験
プ
ー
ル
等
で

各
種
測
定
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

を
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

5
月
23
日
に
は
天
津
市
水

泳
チ
ー
ム
の
選
手
、
ス
タ
ッ

フ
ら
が
松
下
雅
雄
学
長
を
表

敬
訪
問
し
、
選
手
か
ら
流
水

プ
ー
ル
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
感
想
等
が
述
べ
ら
れ
、
松

下
学
長
か
ら
は
「
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
出
場
を
目
指
し
、
お

互
い
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

本
学
で
様
々
な
デ
ー
タ
を

と
っ
て
、
今
後
に
生
か
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
」
と
の
言
葉

が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

競
技
力
向
上
月
間
の
取
組

　

鹿
屋
体
育
大
学
競
技
力
向

上
委
員
会
で
は
、
毎
年
5
月

を
「
競
技
力
向
上
月
間
」
に

設
定
し
、
理
学
療
法
士
、
同

大
教
員
に
よ
る
講
演
と
い
っ

た
学
生
が
興
味
を
持
っ
て
参

加
で
き
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト

を
企
画
し
、
競
技
力
向
上
と

士
気
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま

す
。

　

今
年
度
は
３
名
の
講
師
に

よ
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
。
恒

心
会
お
ぐ
ら
病
院
理
学
療

法
士
の
中
畑
敏
秀
氏
か
ら

は
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
以
外
の

時
間
か
ら
も
自
分
を
高
め

よ
う
」
と
題
し
て
２
回
の
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
１
回

目
を
講
義
編
と
し
て
、
身
体

の
リ
カ
バ
リ
ー
（
回
復
）
を

テ
ー
マ
に
、
疲
労
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
か
ら
始
ま
り
、
ど
の
よ

う
に
栄
養
や
睡
眠
を
と
れ
ば

身
体
か
ら
疲
労
を
抜
き
、
良

い
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
で

き
る
か
に
つ
い
て
、
２
回
目

は
実
技
編
と
し
て
、
参
加
し

た
学
生
に
実
際
に
ス
ト
レ
ッ

チ
の
実
技
指
導
を
行
い
な
が

ら
様
々
な
ス
ト
レ
ッ
チ
の
方

法
や
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
う
こ

と
に
よ
る
怪
我
の
防
止
等
へ

の
効
果
に
つ
い
て
の
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
同
大
Ｎ
Ｉ
Ｆ

Ｓ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
、
宮
本

直
和
准
教
授
か
ら
「
ス
ポ
ー

ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
何
に

よ
っ
て
決
ま
る
の
か
？
今
か

ら
で
き
る
こ
と
・
で
き
な
い

こ
と
」
と
題
し
て
ア
ス
リ
ー

ト
の
素
質
に
関
す
る
研
究
や

素
質
を
活
か
す
た
め
に
必
要

な
こ
と
に
つ
い
て
、
長
島
未

央
子
講
師
か
ら
「
ア
ス
リ
ー

ト
と
し
て
の
“
食
の
５
Ｗ
１

Ｈ
”
を
知
り
、
競
技
力
向
上

に
活
か
す
。
～
何
を
、い
つ
、

ど
の
よ
う
に
、
ど
こ
で
、
誰

が
、
な
ぜ
食
べ
る
の
か
～
」

と
題
し
て
食
事
の
と
る
タ

イ
ミ
ン
グ
や
味
覚
に
よ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
発
揮
の
影
響

等
に
つ
い
て
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
は
、

延
べ
２
０
０
名
以
上
の
学
生

が
参
加
し
、
ど
の
講
演
で
も

学
生
は
熱
心
に
講
師
の
説
明

に
耳
を
傾
け
、
講
演
終
了
後

に
は
質
問
を
す
る
姿
も
多
く

見
ら
れ
る
な
ど
、
競
技
力
向

上
に
向
け
た
志
気
の
高
揚
が

見
受
け
ら
れ
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
り
ま
し
た
。

　

5
月
29
～
30
日
の
2
日

間
、
プ
ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
の
三

浦
雄
一
郎
さ
ん
と
、
そ
の
息

子
で
同
じ
く
プ
ロ
ス
キ
ー

ヤ
ー
の
三
浦
豪
太
さ
ん
が
体

力
測
定
の
た
め
鹿
屋
体
育
大

学
を
訪
れ
ま
し
た
。
2
人
は

こ
れ
ま
で
に
10
回
以
上
同
大

で
測
定
を
行
っ
て
お
り
、
今

回
は
4
年
ぶ
り
の
測
定
と
な

り
ま
し
た
。

　

2
人
は
同
大
ス
ポ
ー
ツ
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
教
育
セ
ン
タ
ー

で
ト
レ
ッ
ド
ミ
ル
を
用
い
て

の
坂
道
歩
行
テ
ス
ト
に
よ
り

乳
酸
閾
値
、
最
大
酸
素
摂

取
量
等
の
測
定
を
行
っ
た
ほ

か
、
身
体
組
成
や
全
身
の
筋

力
な
ど
、
2
日
間
で
40
項

測定の様子

目
以
上
の
測
定
を
行
い
ま
し

た
。

　

三
浦
雄
一
郎
さ
ん
は
、「
測

定
を
担
当
し
た
山
本
正
嘉
教

授
に
は
15
年
以
上
測
定
で
お

世
話
に
な
っ
て
い
る
。
来
年

の
秋
に
チ
ョ
ー
オ
ユ
ー
（
ネ

パ
ー
ル
と
中
国
チ
ベ
ッ
ト
自

三
浦
雄
一
郎
さ
ん
、
三
浦
豪
太
さ
ん
が

体
力
測
定
の
た
め
来
学
！

治
区
に
ま
た
が
る
ヒ
マ
ラ

ヤ
山
脈
の
山
。
標
高
は
８
，

２
０
１
ｍ
で
世
界
第
6
位
）

へ
の
挑
戦
を
予
定
し
て
お

り
、
今
回
の
測
定
結
果
を
参

考
に
し
っ
か
り
と
準
備
を
し

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。
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学内行事８月
7 月 27 日  期末試験（～ 8 月 2 日）
8 月  3 日  期末試験予備日
　　  4 日  夏期休業期間（～ 9 月 30 日）
　　10 日  夏季一斉休業（～ 15 日）
　　12 日  大学説明会（東京サテライトキャンパス）（～ 13 日）
　　28 日  第 3 年次編入学試験（～ 29 日）
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ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ

は
、肉
眼
で
は
見
る
こ
と
の

で
き
な
い
イ
ン
パ
ク
ト
の
瞬

間
や
そ
の
前
後
の
細
か
い
動

き
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
研
究
棟
で
は
5
台
の

カ
メ
ラ
を
導
入
し
て
お
り
、

様
々
な
角
度
か
ら
の
映
像

を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、陸
上
の
疾
走

フ
ォ
ー
ム（
短
距
離
走
や
三

段
跳
）、テ
ニ
ス
や
ゴ
ル
フ
の

打
球
、野
球
の
投
打
動
作
、

剣
道
の
打
突
動
作
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
ア
ス
リ
ー
ト

の
動
作
を
撮
影
し
て
き
ま

し
た
。ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ

ラ
は
、一
般
的
に
は
1
秒
間

に
３
０
０
～
１
０
０
０
コ
マ

（
家
庭
用
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

は
1
秒
間
に
約
30
コ
マ
）の

撮
影
が
可
能
で
、必
要
に
応

じ
て
撮
影
速
度
を
変
更
す

る
こ
と
が
出
来
ま
す
。例
え

ば
、ゴ
ル
フ
の
イ
ン
パ
ク
ト

の
瞬
間
な
ど
に
焦
点
を
当
て

た
場
合
で
は
、撮
影
速
度
を

１
０
０
０
コ
マ
／
秒
に
す
る

こ
と
で
、そ
の
瞬
間
を
逃
す

こ
と
な
く
撮
影
す
る
こ
と
が

出
来
ま
す
。ま
た
、複
数
台

の
カ
メ
ラ
を
同
期
す
る
こ
と

で
多
方
向
か
ら
の
同
時
撮
影

も
可
能
で
す
。ア
ス
リ
ー
ト

の
要
望
に
合
わ
せ
て
、カ
メ

ラ
の
位
置
や
撮
影
速
度
を
決

定
し
て
い
ま
す
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、測

定
の
様
子
な
ど
を
ご
紹
介
し

て
お
り
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

（
ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

研
究
棟
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ

ち
ら
→h

ttp
://sp

la
b
.

n
ifs-k

.ac.jp
/

）

ハ
イ
ス
ピ
ー
ド
カ
メ
ラ
を
使
っ
た
測
定
の
紹
介（
亀
田
麻
依
特
任
助
教
）

ス
ポ
ー
ツ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
研
究
棟
だ
よ
り
第6回ハイスピードカメラ

ハイスピードカメラで撮影した
テニスの打球の動き

《
一
　
般
》

カ
イ
コ
ー
㈱ 

様　
（
三
万
円
）

　

賛
助
会
費
は
、
奨
学
金
、
国
際
交

流
、
学
内
研
修
等
に
利
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

本
財
団
の
賛
助
会
員
制
度
は
、
平

成
元
年
四
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
年

会
費
（
寄
付
金
）
は
一
口　

企
業

三
万
円
、
個
人
一
万
円
か
ら
で
す
。

　

本
財
団
は
、
公
益
財
団
法
人
と
し

て
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
財
団
に

対
す
る
年
会
費
（
寄
付
金
）
に
つ
き

ま
し
て
は
税
法
上
の
優
遇
措
置
が
あ

り
、
二
千
円
を
超
え
る
ご
寄
付
に
つ

き
ま
し
て
は
、
そ
の
超
え
る
額
に
つ

い
て
所
得
税
の
寄
付
金
控
除
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

※
年
会
費
は
、
振
り
込
み
も
し
く
は

現
金
で
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

　

振
り
込
み
の
場
合
は
、
次
の
金
融

機
関
へ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・ 

鹿
児
島
銀
行
鹿
屋
支
店

　
（
普
）
九
三
二
〇
六
七

・ 

鹿
児
島
興
業
信
用
組
合

　

西
原
支
店

　
（
普
）
三
五
八
二
一
一

・ 

鹿
児
島
相
互
信
用
金
庫

　

西
原
支
店

　
（
普
）
〇
〇
四
三
八
〇

∧
口
座
名
義
∨

　

公
益
財
団
法
人　

鹿
屋
体
育
大
学

体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
教
育
財
団　

　
　
　
　
　
　

理
事
長　

風
呂
井
敬

　

本
財
団
の
活
動
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
関
係
各
位
の
格
別
な
る

御
高
配
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

事
務
局
か
ら

【陸上競技】
◆第87回九州学生陸上競技対校選手権大会
（ 5/12～14　長崎/県立総合運動公園　トラン

スコスモススタジアム長崎）
▽男子
 100m 2位 東出　陽太
 800m 1位 高木　駿一
  2位 中西　蓮
  3位 増岡　良樹
 1500m 3位 中西　蓮
 4×100mリレー 3位 福永、東出、幸村、幸
 4×400mリレー 3位 松島、高木、福永、中島
 棒高跳 2位 唐澤　拓弥
  3位 中森　一
 三段跳 1位 許田　悠貴
 砲丸投 3位 吉川　巧哉
 円盤投 3位 清水　郁宏
 やり投 3位 湊　宏樹
 十種競技 1位 大園　佑
▽女子
 800m 1位 藤川　遥
 1500m 1位 藤川　遥
  2位 日隈　彩美
 3000m障害 1位 吉木　愛海
 やり投 3位 永山　莉子

【男子バレーボール】
◆ 平成29年度九州大学春季バレーボール

男子リーグ長崎大会
（5/25～28　長崎/東部スポーツ広場）
  3位 鹿屋体育大学

【女子バレーボール】
◆ 平成29年度九州大学春季バレーボール

女子リーグ佐賀大会
（5/18～21　佐賀/市村記念体育館）
  1位 鹿屋体育大学

【テニス】
◆平成29年度九州学生春季テニス選手権大会
（5/11～21　福岡/福岡国際テニスクラブ）
▽男子
 シングルス 1位 北村　翔平
  2位 田代　翔
 ダブルス 3位 林、浅田
▽女子
 シングルス 1位 今村　凪沙
  2位 英　凪紗
 ダブルス 2位 英、今村
  3位 長嵜、平原

【女子バスケットボール】
◆ 第22回全九州大学春季バスケットボール

選手権大会
（5/13～21　鹿児島/鹿屋体育大学ほか）
  2位 鹿屋体育大学

【体操競技】
◆第67回西日本学生体操選手権大会
（5/11～15　和歌山/県立総合体育館）
 種目別あん馬 1位 杉野　正尭
  3位 前野　風哉
  5位 堀内　柊澄
 種目別つり輪 3位 前野　風哉
 種目別跳馬 2位 前野　風哉
  3位 杉野　正尭
 種目別平行棒 1位 前野　風哉
  2位 堀内　柊澄
  3位 上田　直樹
 種目別鉄棒 1位 前野　風哉
  2位 堀内　柊澄
  3位 杉野　正尭
   上田　直樹
 個人総合 1位 前野　風哉
  2位 堀内　柊澄
  5位 杉野　正尭
 団体総合 1位 鹿屋体育大学
◆第7回アジア体操競技選手権大会
（5/15～22　タイ/Nimitbut Building）
 跳馬 3位 堀内　柊澄

５月

闘いのスケジュール ８月
６日・第56回全日本学生なぎなた選手権大会
　　 （三重/芸濃総合文化センター）
８日・ ビーチバレー・ジャパン・カレッジ2017 
　　　 第29回全日本ビーチバレーボール大学男女選手権大会
　　 （～10　神奈川/川崎マリエン）
　　・第71回全日本学生体操競技選手権大会
　　 （～10　富山/富山市総合体育館）
11日・第64回全国国公立大学選手権水泳競技大会
　　 （～12　福井/敦賀市総合運動公園プール）
　　・2017年度全日本学生ヨット個人選手権大会
　　 （～14　愛知/海陽ヨットハーバー沖）
17日・九州学生夏季テニス選手権大会
　　 （～21　福岡/福岡大学七隈コート他）
24日・全国都道府県対抗自転車競技大会
　　　（～26　福井/福井市・大野市）
25日・第53回全日本学生カヌー選手権大会
　　　（～29　石川/木場潟カヌー競技場）
31日・ 文部科学大臣杯第73回全日本大学対抗選手権自転車競技大会（トラック）
　　 （～9/2　長野/美鈴湖自転車競技場）
　　・ 第44回全日本大学選手権大会（ボート）
　　 （～9/3　埼玉/戸田ボートコース）

 個人総合 9位 堀内　柊澄
 団体 3位 堀内　柊澄※
※は、他団体の所属選手との出場を示す。
◆第56回ＮＨＫ杯体操
（5/20～21　東京/東京体育館）
 あん馬 5位 杉野正尭

【水泳】
◆第3回九州学生春季公認記録会
（5/14　佐賀/県立総合運動場水泳場）
▽男子
 100m自由形 2位 古賀　圭一郎
 200m自由形 1位 古賀　圭一郎
 400m自由形 1位 可德　圭秀
 100m背泳ぎ 3位 黒川　真吾
 200m背泳ぎ 1位 黒川　真吾
 50mバタフライ 2位 矢田崎侑也
 100mバタフライ 2位 矢田崎侑也
 200mバタフライ 2位 西田　直史
▽女子
 400m自由形 1位 早水　柚香子
 100mバタフライ 1位 寺田　奈央
 200mバタフライ 2位 寺田　奈央
◆第49回西日本年齢別選手権水泳大会
（5/27～5/28　鹿児島/鹿児島市鴨池公園プール）
▽大学・一般　男子
 50ｍ自由形 2位 鈴木　天理
  3位 岡本　匡史
 200ｍ自由形 1位 小林　祐馬
  2位 野﨑　充
  4位 梶谷　一樹
  5位 岡本　匡史
 100ｍ背泳ぎ 4位 門田　凌我
  5位 黒川　真吾
 100ｍバタフライ 1位 野﨑　充
 100ｍ平泳ぎ 2位 脇園　樹
  3位 田渕　寛大
 200ｍ個人メドレー 1位 古賀　圭一郎
  2位 田崎　竜成
▽大学・一般　女子
 50ｍ自由形 2位 菅　晴瑠奈
 100ｍ自由形 4位 菅　晴瑠奈
  5位 大木場　真由
 200ｍ自由形 1位 川﨑　碧
  4位 小川　真侑
 100ｍ背泳ぎ 3位 山口　藍李
  4位 川崎　涼夏
 100ｍ平泳ぎ 2位 五十嵐　陽美
 100ｍバタフライ 1位 小林　瑠那
  2位 大木場　真由
  3位 寺田　奈央
 200ｍ個人メドレー 3位 早水　柚香子

◆ジャパンオープン2017
（5/19～21　東京/辰巳国際水泳場）
▽男子
 1500m自由形 8位 小林　祐馬

【剣道】
◆第64回全九州学生剣道選手権大会
（5/13　福岡/糟屋総合体育館）
  1位 真田　裕行
  2位 牧島　凜太郎
  3位 山崎　仁平
◆第50回全九州女子学生剣道選手権大会
（5/13　福岡/糟屋総合体育館）
  1位 村田　桃子
  2位 冨永　比奈野
  3位 日髙　榛花
   片山　果沙稀
◆第62回西日本学生剣道大会
（5/27～28　福岡/福岡大学第一記念会堂）
  1位 鹿屋体育大学
◆第32回西日本女子学生剣道大会
（5/27～28　福岡/福岡大学第一記念会堂）
  1位 鹿屋体育大学

【ヨット】
◆2017年度西日本学生ヨット選手権大会（団体戦）
（5/3～5/6　福岡/福岡市立ヨットハーバー）
 国際470級 3位 鹿屋体育大学

【自転車競技】
◆ 第86回全日本自転車競技選手権大会 

トラック・レース
（5/13～14　宮城/宮城県自転車競技場）
▽男子
 1kmタイムトライアル
  2位 堀　航輝
 4km個人パーシュート
  4位 松本　憲斗
 チーム・スプリント
  5位 黒枝、堀、真鍋
 スクラッチ 4位 徳田　匠
 ポイントレース 5位 松本　憲斗
 チームパーシュート
  2位 松本、阿部、徳田、長松
 マディソン 5位 阿部、黒枝
▽女子
 3km個人パーシュート 2位 橋本　優弥
 チーム・スプリント 2位 橋本、西島
 ケイリン 4位 西島　叶子
 スクラッチ 6位 髙田　奈生
 ポイントレース 2位 橋本　優弥
  7位 髙田　奈生
 マディソン 3位 橋本、西島
 スプリント 6位 西島　叶子


